
 

            
  

今年は、非常に早い梅雨入りで、不安定な天気が続いています。初めて学年通信とい

うものを作成しています、松井です。テストが終わり、またテストが控えています。3年

生というのは、常にテストに追われ続ける生き物です。君達も、テストに追われること

で、「自分も３年生になったんだ」と実感してほしいと思います。６月は、不安定な季

節だといつも思います。もちろん天気もですが、気持ちの部分でも暗雲に覆われがちな

季節だと感じます。４月にあったあのやる気も、２か月が経ち持続できているでしょう

か？「３年生になったら・・・」と思って立てていた、あの前向きな目標や意志は、今

でも持っていますか？人間だれしも、そんな強い人ばっかりじゃありません。常に向上

心っていう感じの人もたまにはいますが、やっぱり君たちも常にそんな状態じゃ疲れち

ゃいますよね。「常に何か新しいことを！」って思うよりも、まず今目の前にある朝学

習や授業の復習などを、いかに丁寧にやっていけるか、続けていけるかが重要です。６

月っていう気候的にも、気持ち的にも沈みがちな時期だからこそ、もう一度今やるべき

ことに目を向けて、着実に一歩一歩進んでいくべき時期だと松井は感じています。 

 

２者懇談が終わり 
 ５月の中旬から、総合等の時間を使って、担任との２者懇談をしてきました。ようや

くほとんどの人との２者懇談が終了しました。内容は進路のことや、日常生活のこと、

勉強のことや、友人関係についてなど。長い人で３０分以上かかりました。なかなか君

たちと時間をとって、何かを話すという機会がなかったので、様々な発見がありました。 

今年は進路選択があります。きっと今まではどこか遠くのもののように感じていたこ

とでしょう。これまでの３年生もそうでした。６月には実力テストがあります。そこで

の点数がひとつ、これからの君たちの進路を考える上での指標になることでしょう。も

ちろん、その点数ですべてが決まるわけではありませんが、君たちが進路を考え、選ぶ

うえで重要になってくることは間違いありません。範囲表は、以前、学年で行った総合

の時間に配布しました。自分の進路のことは自分で何とかするしかありません。スター

トは早いほうがいいでしょう。例えば休み時間に勉強をし始めてみるのもアリです。“周

りからどう見られるんだろうか”なんてことを気にして勉強せずにいると、行きたい高

校が見つかった時には手遅れだった、なんてことになりかねません。自分のことは自分

のこととして、早めにちゃんと向き合いましょうね。 

「SDGsについて」の発表 
今、君たちが総合の時間に調べている「SDGs について」ですが、そろそろ中盤から、

後半戦に入っていきます。これまで４，５時間をかけて調べることに時間をかけてきま

した。ここからは、考え、議論し、まとめるという時間です。これからの社会で、一番

必要とされている能力を、養っていく時間です。正直、調べる作業なんて、誰にでもで

きます。道具と時間さえあれば、能力なんて必要ありません。大事なのはそのあとです。 

君たちが今まで調べた情報を、どう分析し、どう自分たちの生活と結び付けて考える

ことができるのか。一人ではなく、班で意見を交流し、自分の意見だけではなく相手の

意見をどう受け入れるのか。最後に、それをどうまとめて、わかりやすく発表していく

のか。どれも、今の社会で求められている力です。先のことだと思っているかもしれま

せんが、就職のときに、企業が欲しいのは、そういった知識以外の能力が身についた人

物です。こればっかりは、経験を積むしかありません。発表は６月２５日。それまでに

取れる時間は６時間程度。是非、自分の成長のための有意義な時間にしてください。 

《６月の予定》 

日 曜 主な行事 日 曜 主な行事 

１ 火 中間テスト② 16 水  

２ 水  17 木  

３ 木  18 金  

４ 金  19 土  

５ 土  20 日  

６ 日  21 月  

７ 月  22 火 内科検診（女子） 

８ 火 実力テスト１回目 23 水 期末テスト週間 

９ 水  24 木 質問教室 

10 木 歯科検診 25 金 質問教室 

11 金 生徒総会 26 土  

12 土  27 日  

13 日  28 月 質問教室 

14 月  29 火 ５時間授業 

15 火 内科検診（男子） 30 水 期末テスト① 

〈７月の予定〉 

１日 期末テスト②   ２日 期末テスト③（部活写真） ５日 全校人権学習会 

９日 球技大会・壮行会   １５日 給食最終   １６日、１９日 三者懇談 

２０日 終業式    ２１日 夏季休業開始 


